
議会報告会実施報告書

開催日時 平成 30 年 10月 16 日  19 時 30 分 ～ 20 時 30 分

開催場所 鶴里公民館

出席議員 加藤辰亥、加藤淳一、西尾隆久、小栗恒雄、山内房壽、髙井由美子、渡邉隆、

杉浦司美、楓博元、後藤久男、山田正和、鈴木正義、北谷峰二、和田悦子、

各務和彦、水野哲男、水石玲子、小関篤司

代表者 水野哲男 司会者 西尾隆久

報告者 水野哲男 記録者 加藤淳一、水石玲子、杉浦司美

参加人数 ６６人

報告内容 １．土岐市立総合病院について  報告者：山内房壽

２．土岐口開発について 報告者：杉浦司美

３．議員定数について  報告者：水石玲子

主な意見・

提言等

【１．土岐市立総合病院について】

・総合病院と厚生病院の診療科の構成は同一か、分担か。

・総合病院の医師がなぜ厚生病院に流れたのか、現在の総合病院の医師数は。

・総合病院の経営悪化の原因は、もっと早い段階に手を打てなかったのか。

・税金で赤字を補てんするだけでなく、早急に一病院化へ将来的に統合した

方がいいと思うので、市の計画を早く進めてほしい。

・総合病院の病室が空いているなら、老人保健施設「やすらぎ」を拡大した

らどうか。

・総合病院の件が新聞発表されたのはどのようないきさつか。

・厚生病院は、混雑していて待ち時間が長いので、将来医師を確保して早く

診察できる病院にしてほしい。

【２．土岐口開発について】

・イオンモールの開業による交通渋滞の対策をしっかり立ててほしい。

【３．議員定数について】

・議員定数は議員で決めてもらえば良い。ただし、濃南地区は小選挙区か特

別区などにして、地元議員が確保できるようにしてほしい。

・議員定数が１名減ることはいいことだが、そのために議員１人の仕事量が

増えて負担にならないか。

・自治会の方は認識してみえるのか。

・議員は、市民の代表で行政とのパイプ役なので減ったら困る。


